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気合いを入れて「 やぁ！」
西郷村地場産業商工祭で空手を披露した極真会のみなさん（10 月 10 日）
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区分 歳入 歳出 歳入歳出差引額
墓 地 354 万 4千円 287 万 5千円 66 万 9千円
国 民 健 康 保 険 18億 4,531 万 9千円 16 億 2,984 万 1千円 2億 1,547 万 8千円
老 人 保 健 1億 3,330 万 3千円 1億 3,306 万 1千円 24 万 2千円
土 地 造 成 事 業 4,813 万 4千円 4,812 万 8千円 6千円
公 共 下 水 道 事 業 9億 6,615 万 9千円 9億 6,613 万 2千円 2万 7千円
農業集落排水事業 1億 8,636 万 7千円 1億 8,636 万 7千円 0千円
介 護 保 険 事 業 8億 6,003 万 1千円 8億 1,798 万 8千円 4,204 万 3千円
介護サービス事業 4,238 万 6千円 4,173 万 6千円 65 万 0千円
後 期 高 齢 者 医 療 9,851 万 2千円 9,818 万 9千円 32 万 3千円

工業用水事業会計
区分 決算額

収益的 収入 2億 9,772 万 1千円
支出 2億 5,217 万 0千円

資本的 収入                            0 千円
支出 1億 1,692 万 1千円

水道事業会計
区分 決算額

収益的 収入 3億 4,429 万 3千円
支出 2億 7,992 万 0千円

資本的 収入 2億 8,110 万 9千円
支出 4億 8,322 万 4千円

目 的 事 業 名 事 業 費

総 務 費
地域イントラネット基盤整備事業 1億 2,118 万 4千円
甲 子 道 路 開 通 記 念 事 業 1,513 万 7千円

民 生 費 乳 幼 児 医 療 費 8,989 万 8千円

農林水産業費
小 規 模 道 水 路 整 備 事 業 8,524 万 7千円
森 林 環 境 交 付 金 事 業 1,363 万 5千円

商 工 費 観 光 施 設 整 備 工 事 費 1億 7,077 万 1千円

土 木 費

地方道路整備臨時交付金事業 3億 3,388 万 7千円
白河布引山演習場周辺道路整備事業 6,891 万 8千円
地 方 特 定 道 路 整 備 事 業 4,147 万 1千円
公営住宅ストック総合改善事業 4,892 万 9千円

消 防 費
消 防 自 動 車 等 諸 費 1,770 万 8千円
消 防 屯 所 費 992万 4千円

教 育 費
小・ 中 学 校 補 修 事 業 1億 2,113 万 3千円
地 区 集 会 施 設 等 建 設 事 業 3,306 万 3千円

　村民のみなさんが負担した村税などを中心とした財源が、どのように使われたのかを公表します。

健全化判断比率・資金不足比率について
　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、悪化した団体に対して早期に健全化を促すことを目的とした「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、財政健全化判断比率として４つの指標及び公営企業の経営状況を示
す指標を公表します。

■ 4つの指標とは？・・・健全化判断比率

■公営企業の経営状況を示す指標とは？・・・資金不足比率
資金不足比率 公営企業（法適、法非適）ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率。経営状況の深刻度を示す。

■本村の指標と判断基準　本村においては、健全化法の規定による判断基準以上とはなりませんでした。
健全化判断比率 平成 20年度 早期健全化基準 財政再生基準 備考

実質赤字比率 － 13.61 20.00 赤字ではない
ため該当なし連結実質赤字比率 － 18.61 40.00

実質公債比率 13.5 25.0   35.0

将来負担比率 29.2 350.0 －

資金不足比率 平成 20年度 経営健全化基準 備考

水道事業 －

20.00

資金不足では
ないため該当
なし

工業用水道事業 －
公共下水道事業 －
農業集落排水事業 －

　４つの指標のうちいずれかが早期健全化基準以上である場合は財政健全化計画を、４つの指標のうち将来負担比率
を除いた指標のいずれかが財政再生基準以上である場合には、財政再生計画をそれぞれ定めなければなりません。本
村においては、健全化法の規定による判断基準以上とはなりませんでした。

　　　　－   用語の解説   －
　◆自主財源
　　村税や使用料など、村が自主的に調達
　　できる財源
　◆依存財源
　　地方交付税や国・県支出金など、国や
　　県が交付・割り当てをし、交付される
　　財源
　◆財政調整積立基金
　　地方公共団体における年度間の財源の
　　不均衡を調整するために設けられる基金
　◆減債基金
　　公債費の償還を計画的に行うために設
　　けられる基金
　◆特定目的基金
　　特定目的のために財産を維持し、資金
      を積み立てるために設置される基金の
      うち、財政調整基金及び減債基金を除
       いた基金
　◆公債費
　　村が国や銀行などから借り入れた資
      金（村債）の元利償還金や一時借入金
      利子の合計
　◆収益的収入・支出
　　公営企業の維持管理に対する収入・支出
　◆資本的収入・支出
　　公営企業施設の整備や改良をするため
　　の 収入・支出
　◆損益勘定留保資金
　　事業収益などの内部留保資金
　◆標準財政規模
　　自治体の標準的な一般財源（使途が特
       定されず、どのような経費にも使用す
      ることできる経費。村税、地方譲与税、
       地方交付税など）の総額をあらわすもの。

特 別 会 計

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する

1億 1,692 万 1 千円は、損益勘定留保資金など

で補填しました。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
2億 211 万 5 千円は、損益勘定留保資金などで
補填しました。

－　平成 20 年度一般会計の主な事業　－

歳入決算額歳出決算額
82億 5,161 万 7 千円79 億 4,574 万 1 千円

村税（74.8%）
61 億 6,891 万 6 千円
内訳
　村民税　　 34 億 1,858 万 1 千円
　固定資産税 25 億 4,891 万 1 千円
　軽自動車税　　　3,276 万 8 千円
    村たばこ税   1 億 4,156 万 7 千円
　入湯税　　　　　2,708 万 9 千円

その他（8.2%）※ 1
6 億 7.366 万 2 千円

地方交付税（0.4%）
3,708 万 1 千円

国庫支出金（6.7%）
5 億 5,376 万 6 千円

県支出金（3.5%）
2 億 8,602 万 6 千円 地方債（0.5%）

3,800 万 0 千円

その他（5.9%）※ 2
4 億 9,416 万 6 千円

議会費（1.5%）
1 億 1,990 万 6 千円

総務費（19.5%）
15 億 5,315 万 4 千円

民生費（16.4%）
12 億 9,984 万 2 千円

衛生費（8.8%）
7 億 113 万 8 千円

労働費
7 千円

農林水産業費（6.2%）
4 億 8,907 万 1 千円

商工費（5.1%）
4 億 207 万 4 千円

土木費（18.6%）
14 億 7,423 万 6 千円

消防費（3.7%）
2 億 9,636 万 0 千円

教育費（9.9%）
7 億 8,307 万 3 千円

公債費（10.4%）
8 億 2,688 万 0 千円

※ 1 －自主財源その他の内訳
　分担金及び負担金　　　　9,285 万 7 千円

　使用料及び手数料　　　　6,067 万 3 千円

　財産収入　　　　　　　　4,640 万 2 千円

　寄附金　　　　　　　　　3,157 万 5 千円

　繰入金　　　　　　　1億 7,055 万 8 千円

　繰越金　　　　　　　1億    392 万 2 千円

　諸収入　　　　　　　1億 6,767 万 5 千円

※ 2 －依存財源その他の内訳
　地方譲与税　　　　　1億 4,095 万 5 千円

　利子割交付金　　　　　　　817 万 9 千円

　ゴルフ場利用税交付金　　3,989 万 2 千円

　地方消費税交付金　　1億 8,420 万 1 千円

　配当割交付金　　　　　　　196 万 4 千円

　株式等譲渡所得割交付金　　  62 万 6 千円

　自動車取得税交付金　　　4,613 万 2 千円

　地方特例交付金　　　　　6,400 万 8 千円

　交通安全対策特別交付金　　265 万 2 千円

　国有提供施設等所在市町村助成交付金    555 万 7 千円

一 般 会 計

自

主

財源

依存財
源

村
の
収
入
・
支
出
を
公
表

　　

西
郷
村
で
は
毎
年
二
回
、
村
民

の
み
な
さ
ん
が
負
担
し
た
村
税
な

ど
を
中
心
と
し
た
財
源
が
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
二
十
年
度
で

行
っ
た
事
業
で
、
特
に
村
民
の
み

な
さ
ん
に
か
か
わ
り
あ
い
の
深
い

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
歳
入
総

額
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

十
一
億
二
千
三
百
万
円（
十
二
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因

と
し
て
、
国
庫
支
出
金
等
を
は
じ

め
と
す
る
依
存
財
源
の
大
幅
な
減

少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
総
額
に
お
い
て
も

十
二
億
二
千
五
百
万
円（
十
三
％
）

昨
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
の
主
な
要
因
に
つ
い
て

は
、
幸
い
な
こ
と
に
大
き
な
災

害
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
災
害
復

旧
費
が
昨
年
度
比
、
百
％
の
減
や

総
務
費
四
十
一
％
減
、
農
林
水
産

業
費
三
十
三
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

①実質赤字比率 ③実質公債費比率 　　　　　　　　　　　　　　

②連結実質赤字比率 ④将来負担比率

一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模
に占める割合。村の一般会計等の赤字の程度を指
標化し、財政運営の深刻度を示す。

全会計（一般会計等、公営事業会計、公営企業会計）
を対象とした連結実質赤字額（赤字額から黒字額
を引いた額）の標準財政規模に占める割合。村全
体としての運営の深刻度を示す。

一般会計等が負担する元利償還金と準元利償還金
の標準財政規模に対する比率。借金の返済額及び
これに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの
危険度を示す。

一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準
財政規模に対する比率。村の一般関係の借入金（地
方債）や、将来支払っていく可能性のある負担等
の現時点での残高の程度を指標化し、将来財政を
圧迫する可能性が高いかどうかを示す。　　　　

公営企業会計
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て
（
可
決
）

　

村
有
自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償

額
百
六
万
七
千
四
百
円
が
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
同

意
）

　

西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に　

蛭
田
国
廣
氏
が
、

再
度
、
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

報　
　

告

▽
平
成
20
年
度
西
郷
村
財
政
健
全

化
判
断
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
第
3
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

平 成 21 年 度 予 算 の 執 行 状 況　

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会
（
平
成
二
十
一
年
九
月
九
日
〜
九
月
十
八
日
）
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
改
正
や
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案

十
八
件
、
報
告
三
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

料
を
２
分
の
１
又
は
10
分
の
１
に

軽
減
し
て
い
る
が
、
保
育
所
運
営

費
国
庫
負
担
金
の
算
定
基
準
が
改

正
さ
れ
、
同
一
世
帯
の
年
齢
の
高

い
順
に
１
人
目
を
満
額
、
２
人
目

を
２
分
の
１
、３
人
目
以
降
を
無

料
と
さ
れ
た
た
め
、
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

▽
西
郷
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
可
決
）

　

道
路
法
第
8
条
第
2
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
11
路
線
が
新
た
に
村

道
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
（
可
決
）

　

村
道
の
新
認
定
に
伴
い
路
線
が

重
複
す
る
た
め
、
４
路
線
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

▽
平
成
20
年
度
西
郷
村
公
営
企
業

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
第
22
条
第
1
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

会　　計 補正額 総　額
一 般 会 計 4 億 6,970 万 3千円 80億 3,672 万 0千円
墓 地 特 別 会 計 16万 7千円 283 万 4千円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,220 万 0千円 17億 5,141 万 0千円
公共下水道事業特別会計 145 万 7千円 10億 3,579 万 8千円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 4,371 万 4千円 8億 9,880 万 1千円
介護サービス事業特別会計 64万 9千円 4,399 万 0千円
後期高齢者医療特別会計 32万 6千円 1億 1,056 万 6千円

●一般会計・特別会計【９月補正】　　　　

区　　分 補正額 総　額

水道事業会計
収益的

収入 358 万 0千円 3億 3,473 万 2千円
支出 358 万 0千円 3億 3,473 万 2千円

資本的
収入 ０千円 2,830 万 2千円
支出 14万 7千円 1億 5,444 万 4千円

●公営企業会計【９月補正】　　

基 金 及 び 地 方 債 の 状 況

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 45億 2,793 万 2千円 23 億 5,285 万 2千円 52.0%
地 方 譲 与 税   1 億 2,900 万 5千円 4,106 万 7千円 31.8%
地 方 交 付 税 　　　　  10 万 0千円 ０千円 0%
分担金・負担金 　　　9,879 万 6千円 4,269 万 2千円 43.2%
使用料・手数料          6,307 万 2 千円 3,042 万 2千円 48.2%
国 庫 支 出 金  13 億   288 万 8 千円 3億 9,855 万 4千円 30.6%
県 支 出 金    4 億 5,524 万 4千円 6,090 万 6千円 13.4%
財 産 収 入           3,255 万 9 千円 3,113 万 6千円 95.6%
繰 入 金   7 億 5,809 万 1千円 1億     557 万 5 千円 13.9%
繰 越 金   1 億 7,187 万 6千円 1億 7,187 万 6千円 100%
諸 収 入   1 億 5,941 万 5千円 1,724 万 3千円 10.8%
地 方 債   4 億 6,380 万 0千円 ０千円 0%
そ の 他  3 億 6,426 万 5千円 2億     388 万 7 千円 56.0%
合 計 85億 2,704 万 3千円 34 億 5,621 万 0千円 40.5%

科目 予算額 支出済額 支出率
議 会 費 1億 2,044 万 3千円 5,730 万 8千円 47.6%
総 務 費 16 億 6,644 万 8千円 8億    403 万 9 千円 48.2%
民 生 費 14 億 3,756 万 2千円 6億 6,080 万 2千円 46.0%
衛 生 費 4億 3,431 万 6千円 1億 5,557 万 7千円 35.8%
労 働 費 5,225 万 2千円 617 万 6千円 11.8%
農林水産業費 6億 2,237 万 2千円 2億 1,024 万 5千円 33.8%
商 工 費 2億 4,468 万 9千円 1億 3,717 万 9千円 56.1%
土 木 費 16 億 3,176 万 8千円 6億 3,807 万 6千円 39.1%
消 防 費 3億 5,944 万 1千円 1億 3,778 万 2千円 38.3%
教 育 費 10 億 7,354 万 7千円 3億 4,727 万 0千円 32.3%
災 害 復 旧 費 54万 3千円 0千円 0%
公 債 費 8億 6,924 万 6千円 2億 6,184 万 2千円 30.1%
予 備 費 1,441 万 6千円 0千円 0%
合 計 85 億 2,704 万 3千円 34 億 1,629 万 6千円 40.1%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 283 万 4千円
329 万 7千円 116.3%
42 万 0千円 14.8%

国民健康保険 17億 5,141 万 0千円
8億 2,732 万 4千円 47.2%
6 億 3,950 万 6千円 36.5%

老 人 保 健 753 万 4千円
118 万 4千円 15.7%

2 千円 0%

土地造成事業 1,228 万 3千円
41 万 3千円 3.4%
38 万 7千円 3.2%

公共下水道事業 10億 3,579 万 8千円
4億 7,215 万 4千円 45.6%
2 億 7,730 万 1千円 26.8%

農業集落排水事業 1 億 8,937 万 3千円
1億     858 万 4 千円 57.3%

8,191 万 8千円 43.3%

介護保険事業 8億 9,880 万 1千円
4億 5,424 万 0千円 50.5%
３億 6,320 万 6千円 40.4%

介護サービス 4,399 万 0千円
4,106 万 3千円 93.3%
495 万 9千円 11.3%

後期高齢者医療 1億 1,056 万 6千円
3,195 万 3千円 28.9%
2,515 万 9千円 22.8%

水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的
収入 3億 3,473 万 2千円 9,708 万 6千円 29.0%

支出 3億 3,473 万 2千円 5,876 万 2千円 17.6%

資本的
収入 2,830 万 2千円 0千円 0%

支出 1億 5,444 万 4千円 4,591 万 5千円 29.7%

工業用水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的
収入 3億     477 万 8 千円 1億 1,046 万 3千円 36.2%

支出 3億     477 万 8 千円 8,027 万 2千円 26.3%

資本的
収入 1,485 万 0千円 0千円 0%

支出 1億 3,893 万 0千円 5,186 万 3千円 37.3%

財 政 調 整 基 金 21 億     756 万 4 千円
減 債 基 金 3億 3,532 万 8千円
地 域 福 祉 基 金 7,413 万 5千円
人 材 育 成 基 金 4億 1,351 万 5千円
中山間ふるさと水と土保全基金 3,765 万 0千円
公 共 施 設 整 備 基 金 6億 9,899 万 0千円
介 護 支 払 準 備 基 金 5,009 万 2千円
電源立地地域対策交付金基金 557 万 5千円

地 域 振 興 基 金 3,746 万 3千円
教 育 施 設 整 備 基 金 7億 4,087 万 1千円
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 2,124 万 6千円
畜 産 振 興 基 金 508 万 3千円
土 地 開 発 基 金 1億 5,129 万 2千円
国民健康保険給付支払準備金 8,663 万 7千円
環 境 基 金 631 万 4千円
子 育 て 基 金 2億 0万 0千円

区分 未償還額
一 般 会 計 67 億 4,260 万 2千円
公共下水道事業特別会計 47 億 2,794 万 1千円
農業集落排水事業特別会計 20 億 8,850 万 8千円
介護サービス事業特別会計 1 億 2,574 万 0千円
水 道 事 業 会 計 10 億 1,604 万 6千円
工業用水道事業会計 16 億 7,948 万 5千円

（平成 20 年度末現在高）

●基金 ●地方債

●歳入 ●歳出
一  般  会  計

特 別 会 計 公営企業会計

平成 21 年９月末日現在の一般会計、特別会計、公営企業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

　
　

村
長
提
出
議
案

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
承
認
）

　

法
人
村
民
税
の
確
定
申
告
に
よ

り
還
付
金
が
発
生
し
た
た
め
、
同

経
費
の
補
正
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

▽
西
郷
村
保
育
園
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　

村
立
保
育
園
の
管
理
業
務
を
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
内
保
育
園
に
係
る
保
育

料
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　

同
一
世
帯
か
ら
複
数
の
児
童
が

同
時
に
保
育
園
に
入
園
し
て
い
る

場
合
、
現
在
２
人
目
以
降
の
保
育

▽
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
団
体
数
の
減
少
及
び

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
し
た
の
で
報
告
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。　
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第
二
十
一
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
が
、
十
一
月

十
五
日
（
日
）
午
前
七
時
四
十
分
に
白
河
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
福

島
県
庁
ま
で
の
九
十
六
・
二
㎞
、
十
六
区
間
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

西
郷
村
チ
ー
ム
は
、
昨
年
村
の
部
三
位
に

な
っ
て
お
り
、「
今
年
こ
そ
初
優
勝
を
！
」
と

熱
い
闘
志
を
燃
や
し
て
お
り
ま
す
。

　

監
督
で
あ
る
薄
井 

修
さ
ん
に
、
今
年
の
チ
ー

ム
の
特
徴
を
お
聞
き
す
る
と
、「
新
生
西
郷
チ
ー

ム
を
今
年
の
春
先
に
立
ち
上
げ
、
毎
週
水
曜
日

と
土
曜
日
に
合
同
練
習
を
行
い
個
々
の
レ
ベ
ル

を
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
に
夏
と
秋
の
合
宿
で
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
昨
年
、

ふ
る
さ
と
選
手
枠
の
関
係
で
出
場
で
き
な
か
っ

た
選
手
や
ケ
ガ
の
た
め
出
場
で
き
な
か
っ
た
選

手
が
速
さ
を
見
せ
て
い
ま
す
。
中
学
生
は
、
先

日
行
わ
れ
た
福
島
県
中
学
校
駅
伝
大
会
に
出
場

し
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
期
待
が

持
て
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
区
間
賞
を
獲
得
し
た

六
名
の
選
手
も
健
在
で
、
全
体
の
レ
ベ
ル
は
と

て
も
高
い
で
す
。
今
年
は
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
優

勝
を
目
指
し
ま
す
。」
と
、
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。　

　

村
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
は
、「
45
」
で
す
。

村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

薄井　修
（味の素メディカ（株））

監督

黒澤　忠直
（（株）鈴屋）

コーチ

山形　武士
（ペンションはなのや）

コーチ

坂内　俊介
（西郷第一中学校）

校内コーチ

渡部　裕也
（西郷第二中学校）

校内コーチ

佐藤　裕
（川谷中学校）

校内コーチ

飯村　絹絵
（尚志高２年）

１区 園川　大樹
（西二中２年）

３区
園川　雅樹
（白河高１年）

５区
相川　翔
（西二中３年）

７区
中川　穂乃佳

（西二中１年）

９区
佐藤　歩
（光南高３年）

11 区
管野　智文
（白河旭高１年）

13 区
岩谷　舞
（西二中３年）

15 区

渡部　太支
（学法石川高２年）

２区
山形　武士
（ペンションはなのや）

４区
大塚　翔太
（神町自衛隊）

６区
鈴木　雷樹
（西二中３年）

８区
真舩　孝道

（学校法人福島学院大学職員）

10 区
大倉　優
（陸上自衛隊福島）

12 区
平松　一穂
（白河高１年）

14 区
緑川　裕樹
（陸上自衛隊青森）

16 区

児山　英雄
（ヤマヨ測定機（株））

須藤　一磨
（修明高１年）

鈴木　優樹
（西二中２年）

小野　舞子
（西一中３年）

山縣　梨加
（西二中２年）

高橋裕太郎
（西二中３年）

《控え選手》

村のゼッケンナンバー

　

〝
み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
、

　
　
　
　
　

目
指
せ
初
優
勝  

〞
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　“2009 豊かな自然 輝く文化” をメインテー

マに西郷村文化祭「第 27 回芸能発表会」が文

化センターで開催されました。コーラスにしご

うのみなさんによるコーラスをはじめ、上羽

太天道念仏踊り、舞踊やカラオケ、ダンスな

どが披露されました。会場には多くの観客が訪

れ、盛んに拍手をおくっていました。

　西郷村消防団秋季検閲が、熊倉小学校校庭で

行われました。258 名の団員を前に統監であ

る村長より「幸いなことに大きな災害は、な

かったけれど今後とも、村民の生命と財産を

守ってください」と訓示がありました。

　徳田団長のあいさつに続き、通常点検、規律

訓練、分列行進、車両点検の検閲が行われ、そ

の後、退職幹部に対する感謝状の贈呈や永年勤

続などの表彰状授与もあわせて行われました。

　毎年恒例の地場産業商工祭が文化センター駐車

場で開催され、開始から多くの人出でにぎわいま

した。商工会加盟団体による飲食や物販をはじ

め、フリーマーケットが開かれるなか、ステージ

では、歌や踊り、カラオケ大会、そしてお楽しみ

の豪華景品が当たるもちまきが行われました。

　商工会青年部主催の「米粉料理コンテスト」も

行われ、工夫をこらしたお料理が並びました。

　第 52 回福島県中学校体育大会駅伝競走大会が

台上地区で開催され、各地区予選を勝ち抜いた

男女各 35 校が出場しました。沿道には、村民を

はじめ多くの方が、声をからして声援を送ってい

ました。その結果、女子は矢吹中が５連覇を果た

し、男子は、いわき市の中央台南中が初優勝しま

した。村から出場した西一中と西二中の女子と

西二中男子は、惜しくも入賞を逃しました。

　第 18 回菊地清人杯ゲートボール大会が追原

の村営ゲートボール場で開催され、５チームが

参加しました。秋晴れの下、選手のみなさんは、

日頃の練習の成果を存分に発揮し、その結果、

優勝は羽太、準優勝は芝原、３位は真船でした。

試合終了後には、婦人会のみなさんが準備した

豚汁をおいしくいただきました。
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西郷村中央公民館図書室だより

■問合せ　企画調整課（広報統計係）☎２５－２９４３

二
〇
〇
九　

に
し
ご
う　

　
　
　
　
　
　

の
ど
自
慢
大
会

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

　
　

地
元
の
山
（
紅
葉
）
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
〜
第
三
十
八
回
村
民
登
山
大
会
〜

　

第
三
十
八
回
村
民
登
山
大
会
が

九
月
二
十
日
、
西
郷
村
村
民
登
山

大
会
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り

那
須
・
赤
面
山
縦
走
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
六
時
三
十
分
に
文
化
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
で
開
会
式
が
行
わ

れ
、
参
加
者
を
前
に
佐
藤
正
博
村

長
や
加
藤
征
男
教
育
長
か
ら｢

全

員
無
事
に
登
山
し
西
郷
村
の
山
を

楽
し
ん
で
来
て
く
だ
さ
い｣

と
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

約
六
十
名
の
参
加
者
は
、
五
班

　毎年 12 月 31 日現在で実施している統計調査に、工業統計調査があります。工業統計調査は、村内の
製造業を営む事業所が調査の対象となる調査です。
　今回は、昨年実施された調査の速報集計の概要をお知らせします（下表）。
　前年度と比較して、事業所の数は４事業所増加し、61 事業所（前年比７％増加）となっています。また、
製造品出荷額等は約 111 億円（前年比 4.2％）増加しており、直近の 10 年（平成 10 年から平成 20 年まで）
の間で最も高い金額です。
　従業者の数は 80 人減少し、前年比マイナス 1.7％、付加価値額（製造品出荷額から税額や原材料使用
額等の合計を差し引いた金額）は、約 23 億円減少し、前年比マイナス 4.2％となっています。ただし、
減少した項目についても、直近の 10 年間の中では、２番目に高い数値となっています（最も高い数値は
ともに平成 19 年です）。
　平成 20 年の数値について、県内の順位をみてみると、全ての部門で、村の部１位です。また、県内の
郡部（郡＝町村）で比較した場合には事業所数を除いて１位となっています。県内順位では、事業所数19位、
従業者数 14 位、製造品出荷額等６位、付加価値額 10 位となっています。福島県の場合、これらの値は、
市が高くなる傾向にあり、県内の市の数が 13 市であるので、西郷村は、製造業において非常に高い位置
にあるといえます。

事業所数 従業者数（人） 製造品出荷額等（万円） 付加価値額（万円）

西
郷
村

平成 19年 平成 20年 平成 19年 平成 20年 平成 19年 平成 20年 平成 19年 平成 20年

57 61 4,643 4,563 26,322,268 27,433,466 5,383,387 5,157,849

順
位

県内 郡部 県内 郡部 県内 郡部 県内 郡部

19位 ６位 14位 １位 ６位 １位 10位 １位

【表：平成 20 年工業統計調査速報（資料：平成 20 年工業統計調査速報）】
※速報は、従業者数４人以上の事業所の回答結果です。

　村では、昨年「NHK のど自慢」が西郷村で開催さ
れたことを記念し、平成 21 年度文化活動推進事業の
一環として、下記のとおり ｢2009 にしごうのど自慢
大会 ｣を開催します。
　観覧は無料ですので、皆様お誘い合わせの上ご来場
ください。

■問合せ　生涯学習課　

　　　　☎２５－２３７１

◆日時　平成 21 年 12 月６日（日）午前８時 00 分開場
◆場所　西郷村文化センター
◆日程　午前８時００分～午前９時 00 分　出場者受付
　　　　午前９時 40 分　予選開始
　　　　午後２時 00 分　決勝・表彰
　　　　午後３時 00 分　終了予定　　　　　　　　　　
◆出場者　120 組予定
　　　　　（出場者は、10 月 30 日で締め切りました。）
◆ゲスト　白川恵美（西郷村出身）予定

２日（月）・９日（月）～ 12 日（木）・16 日（月）・
24 日（火）・30 日（月）

　

11
月
９
日(

月
）
か
ら
12
日
（
木
）
ま
で

蔵
書
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

未
返
却
の
図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
返

却
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

と　

き　

11
月
18
日(

水
）
13
時
〜
14
時

　

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

一
般
書

　

新
参
者　
　
　
　
　

東
野　

圭
吾

　

夕
映
え
天
使　
　
　

浅
田　

次
郎

　

6TEEN

　
　
　
　
　

石
田　

衣
良

　

ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・
ド
ー
ル

　
　

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

児
童
書

　

ATO
M

　
　
　
　
　

 

手
塚　
　

治

　

ま
る
ま
る　

こ
ろ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

得
田　

之
久

　

お
つ
む　

て
ん　

て
ん　

　
　
　
　
　
　
　

な
か
え　

よ
し
お

新
着
図
書
案
内

に
班
編
成
を
し
て
登
山
口
で
あ
る

那
須
峠
の
茶
屋
登
山
口
に
バ
ス
に

分
乗
し
て
出
発
し
ま
し
た
。　
　

　

今
回
の
登
山
コ
ー
ス
は
、
那
須

峠
の
茶
屋
登
山
口
〜
ス
ダ
レ
山
〜

旧
白
河
高
原
ス
キ
ー
場
登
山
口
に

下
り
る
コ
ー
ス
で
し
た
。
登
山
開

始
か
ら
強
風
に
悩
ま
さ
れ
、
参
加

者
は
風
で
体
温
を
奪
わ
れ
な
い
よ

う
に
防
寒
対
策
を
行
っ
て
、
足
下

に
注
意
し
な
が
ら
登
っ
て
い
ま
し

た
。

　

赤
面
山
周
辺
は
、
紅
葉
も
始

ま
っ
て
お
り
、
山
の
美
し
さ
を
間

近
で
感
じ
な
が
ら
、
ま
だ
緑
が
少

し
残
る
初
秋
の
登
山
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
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季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め

に
、
ま
た
、
か
か
っ
て
も
重
症
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
65
歳
以
上
の
希
望
者
を
対
象

に
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
な

ど
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

12
月
19
日
㈯
ま
で

※
医
療
機
関
へ
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
診
療
日
・
診
療
時
間
に
つ
い
て
は
、
予 

　

約
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

西
郷
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
、

　

①
接
種
当
日
65
歳
以
上
の
方

　

②
接
種
当
日
60
歳
か
ら
64
歳
の
方
で
、

　
　

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に
機
能
障

　
　

が
い
が
あ
る
方
と
、
ヒ
ト
免
疫
不
全

　
　

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
が

　
　

い
が
あ
る
方
（
そ
の
障
が
い
の
程
度

　
　

が
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
に

　
　

該
当
す
る
方
の
み
）

●
料
金　

１
，
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
で
す
。
手

　

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

　

健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
証
、身
体
障
が
い
者
手
帳
（
対

　

象
者
②
に
該
当
す
る
方
の
み
）

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
う
け
ま
し
ょ
う

「
は
し
か
に
な
ら
な
い
。
は
し
か
に
さ
せ
な
い
。」

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
感
染
力
が
非

常
に
強
く
、
か
か
る
と
、
ま
れ
に
急
性
脳

炎
を
起
こ
し
た
り
、
死
亡
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
、
予
防
接
種
に
よ
り
発
症
や

重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
、

大
変
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
は
、
１
回
の
予
防
接
種

で
は
免
疫
を
獲
得
で
き
な
い
方
が
い
る
た

め
、
確
実
に
２
回
の
予
防
接
種
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

麻
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢

の
お
子
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

●
麻
し
ん
定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢

　

・
生
後
12
ヶ
月
以
上
24
ヶ
月
未
満

　

・
小
学
校
入
学
前
年
度
の
１
年
間

　

平
成
18
年
の
２
回
接
種
の
制
度
改
正
ま

で
、
１
回
し
か
受
け
る
機
会
の
な
か
っ
た

次
の
方
も
、
平
成
24
年
度
ま
で
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

●
平
成
24
年
度
ま
で
の
麻
し
ん
定
期
予
防

　

接
種
の
対
象
年
齢

　

・
中
学
１
年
生
相
当

　

・
高
校
３
年
生
相
当

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

下
水
道
に
早
く
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
汲
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
式
ト
イ

お
願
い
し
ま
す
。

●
委
託
事
業
者

　

㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
１
２
０
―
２
１
７
―
７
３
６

■
問
合
せ　

白
河
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
２
７
―
４
１
６
４

『
標
準
営
業
約
款
制
度
〔
Ｓ
マ
ー

ク
〕』
を
ご
存
じ
で
す
か
！

　

11
月
は
、
Ｓ
マ
ー
ク
標
準
営
業
約
款

の
普
及
登
録
促
進
月
間
で
す
。

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に

資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
厚
生
労
働

大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る

こ
と
を
登
録
し
た
、「
理
容
店
」、「
美
容

店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類

飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」
で
は
、
店

頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

■
問
合
せ　

　

㈶
福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
５
｜
４
０
８
５

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
一
週
間

「
消
え
る
ま
で 

ゆ
っ
く
り
火
の
元 

に
ら

め
っ
子
」
を
統
一
標
語
に
全
国
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥

し
気
温
も
下
が
り
、
各
家
庭
で
ス
ト
ー

ブ
や
こ
た
つ
な
ど
を
使
用
す
る
回
数
も

増
え
て
く
る
時
期
で
す
。

　

火
災
原
因
の
大
半
は
、
火
の
取
り
扱

い
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
、
火

災
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

白
河
消
防
署
西
郷
分
署

　

☎
２
５
｜
２
５
３
４

西
郷
村
文
化
財
展

　

西
郷
村
文
化
祭
関
連
事
業
で
あ
る
西

郷
村
文
化
財
展
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
は
テ
ー
マ
を
「
写
真
で
綴
る
西

郷
村
｜
軍
馬
補
充
部
白
河
支
部
の
記
録
」

と
題
し
て
、
昭
和
17
年
頃
撮
影
さ
れ
た

写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
１
日
㈰
〜
６
日
㈮

　

９
時
〜
16
時
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
第
３
研
修
室
）

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

レ
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら
、
３
年
以
内

に
下
水
道
に
直
接
流
す
こ
と
が
で
き
る
水

洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
下
水
道
法

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
（
農
村
下

水
道
）
の
場
合
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
１

日
も
早
い
接
続
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

と
い
う
下
水
道
の
目
的
か
ら
も
で
き
る
限

り
早
く
、
排
水
設
備
の
設
置
、
ト
イ
レ
の

水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

上
下
水
道
課
（
下
水
道
業
務
係
）

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

民
間
委
託
実
施
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
事
業

を
、
平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り
民
間
事
業

者
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
。

　

委
託
業
務
の
主
な
内
容
は
、
保
険
料
滞

納
者
に
対
す
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

督
励
業
務
、
お
よ
び
免
除
な
ど
申
請
手
続

き
の
勧
奨
業
務
、
被
保
険
者
の
委
託
に
基

づ
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
受
託
業
務

な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
委
託

事
業
者
か
ら
電
話
、
文
書
お
よ
び
個
別
訪

問
な
ど
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121

保健福祉センター他   ※代表（25-1111）からの転送は不可

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　(生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　(地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　11 月休日当番日
１日青 村 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-0671
  ３日 赤 沼 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2004
  ８日 安 部 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1123
  15 日 大栄歯科クリニック（白河市）☎ 22-2833
22 日 五 十 嵐 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-3473
23 日 岩 谷 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-4363
29 日 海 野 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-7474

●小児科医　11 月休日当番日
  １日 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  ３日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
８日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  15 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
22 日 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
23 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
29 日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003

●内科医　11 月休日当番日
 １日 渡 部 病 院（矢吹町）☎ 44-4111
  ３日 ありがクリニック（白河市）☎ 21-1311
  ８日 いがらし内科クリニック（白河市）☎ 21-9111
  15 日 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570
22 日 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
23 日 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
29 日 おおほりクリニック（矢吹町）☎ 41-2311

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（9時～ 17 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］11 月１・８・15・22・29 日（8 時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税及び上下水道使用料

国 民 健 康 保 険 税（５　期）
介 護 保 険 料（５　期）
後期高齢者医療保険料（４　期）
上 下 水 道 使 用 料（11 月分）

11 月 30 日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

厚生労働大臣認可
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平
成
22
年
度

　

保
育
園
入
園
申
込
み
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
み

受
付
（
新
規
入
園
希
望
者
分
）
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

・
入
園
申
込
み
の
各
用
紙
は
、
各
保
育 

　

園
お
よ
び
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ

■
問
合
せ

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
｜
５
２
８
｜
０
３
６
６

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

福
島
労
働
局
で
は
、
平
成
21
年
４
月

よ
り
、
県
内
全
て
の
労
働
基
準
監
督
署

内
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
、
解
雇
、
労
働
条
件
、
募
集
・

採
用
な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
、
総
合
労
働
相
談

員
が
労
働
者
・
事
業
主
か
ら
の
相
談
を

お
受
け
し
、
紛
争
の
自
主
的
な
解
決
を

促
進
す
る
た
め
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に
関
し

て
当
事
者
か
ら
援
助
を
求
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、「
労
働
局
長
の
助
言
・
指
導
」

や
「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
」
に
よ
り
、
解
決
に
向
け
て
福
島
労

働
局
が
無
料
で
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩
み
の
方
、

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
心
配
な
方
、
人
事
・

労
務
な
ど
で
疑
問
を
お
持
ち
の
方
な
ど

は
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先
・
問
合
せ

　

白
河
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
２
４
―
１
３
９
１

　

寄
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密

　

は
厳
守
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
合
せ

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
―
１
７
８
５

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日
）

　

10
時
〜
12
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
16
時

大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会

　

平
成
22
年
３
月
に
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
21
年
３
月
に
卒
業
し

就
職
未
内
定
の
方
を
対
象
に
、
県
内
に

就
業
場
所
ま
た
は
営
業
拠
点
を
有
し
、

正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る

事
業
所
と
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容

　
　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

　

担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
安
定
所
な

　

ど
各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報

　

提
供
な
ど
。

●
日
時　

11
月
11
日
㈬　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

●
そ
の
他

　

・
事
前
申
込
不
要
で
す
。

　

・
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催
１

　
　

週
間
前
に
、
福
島
労
働
局
Ｈ
Ｐ
上

　
　

で
公
開
し
ま
す
。

　

・
小
松　

毬
男
（
２
５
―
０
８
８
８
）

　

・
田
邉　

敏
捷
（
２
５
―
１
１
３
５
）

　

・
菊
地　

芳
枝
（
２
５
―
１
１
５
９
）

　

・
真
船
善
一
郎
（
２
５
―
２
１
７
５
）

　

・
松
田
ハ
ル
ヨ
（
２
５
―
１
７
２
４
）

　

・
鈴
木　

倶
子
（
２
５
―
３
８
２
４
）

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

　
無
料
調
停
相
談

●
内
容

　
　

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
し
借
り
、

　

離
婚
、相
続
の
問
題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

●
日
時　

11
月
11
日
㈬

　

10
時
〜
17
時
30
分
ま
で
（
予
約
不
要
）

●
会
場　

白
河
市
中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

■
問
合
せ　

白
河
調
停
協
会

　

☎
２
２
―
５
５
５
５

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
無
料
）

●
内
容

　
　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
・

　

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成

　

年
後
見
な
ど
に
関
す
る
法
律
相
談

●
日
時　

12
月
３
日
㈭　

17
時
〜
20
時

●
場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
緊

　

急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最

　
　

９
時
〜
17
時

　

●
場
所　

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
３
階
展
示
室
）

※
①
・
②
と
も
に
入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
合
せ

　

㈳
ふ
く
し
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
３
３
｜
７
８
３
０

第
26
回
黒
羽
矯
正
展

　

受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
活
動

を
地
域
の
皆
様
に
紹
介
し
、
理
解
と
協

力
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。
刑
務
所
内
見
学
、
受
刑

者
の
所
内
生
活
の
紹
介
（
パ
ネ
ル
展
示
）、

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
バ
ザ
ー
な
ど
を
行

い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日
㈪　

９
時
〜
14
時
30
分

●
場
所　

黒
羽
刑
務
所

　
（
駐
車
場
１
，
０
０
０
台
）

■
問
合
せ　

黒
羽
刑
務
所

　
（
栃
木
県
大
田
原
市
寒
井
一
四
六
六
｜
二
）

　

☎
０
２
８
７
｜
５
４
｜
１
１
９
８

「
平
成
22
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

●
内
容

　

①
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

　
　

用
試
験
の
概
要
説
明
（
試
験
制
度
の

　
　

説
明
の
他
、
若
手
職
員
に
よ
る
パ
ネ

　
　

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
あ
り
）

　

②
各
国
立
大
学
法
人
な
ど
の
個
別
説
明
会

●
日
時　

11
月
15
日
㈰　

10
時
〜
16
時

●
会
場　

東
北
大
学
百
周
年
記
念
会
館

　

川
内
萩
ホ
ー
ル

■
問
合
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

　

試
験
実
施
委
員
会 

採
用
試
験
事
務
室

　

☎
０
２
２
｜
２
１
７
｜
５
６
７
６　

　

�shiken@
bureau.tohoku.ac.jp

　

�http://w
w
w
.bureau.tohoku.

　
　

 ac.jp/shiken/

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
15
日
か
ら
21

日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性

の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、
人
権

擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員
が
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外
の
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
に
お
い
て
も
、

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
期
間　

11
月
15
日
㈰
〜
21
日
㈯

●
相
談
時
間

　

８
時
30
分
〜
19
時
ま
で
（
た
だ
し
、
11
月

　

15
日
㈰
・
21
日
㈯
は
10
時
〜
17
時
ま
で
）

●
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０　

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
合
せ

　

福
島
県
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
９
４

12
月
４
日
か
ら
10
日
は「
人
権
週
間
」

　

村
で
は
、
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
が

６
名
お
り
、
左
記
に
よ
り
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
４
日
㈮　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
人
権
擁
護
委
員

『
被
害
者
に
優
し
い「
ふ
く
し
ま
の
風
」

運
動
』
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

　

ふ
く
し
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
者
、

そ
の
家
族
・
ご
遺
族
の
皆
様
へ
の
支
援

の
気
運
醸
成
を
図
る
た
め
、『
被
害
者
に

優
し
い
「
ふ
く
し
ま
の
風
」
運
動
』
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
次
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
「
支
援
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど
い
」

　

●
内
容

　

⑴
「
記
念
講
演
」（
交
通
事
故
被
害
者

　
　

遺
族　

鈴
木　

共
子
氏
）

　

⑵
「
被
害
者
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　
（
福
島
県
警
察
音
楽
隊
）

　

●
日
時　

11
月
23
日
㈪

　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

●
場
所　

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
小
ホ
ー
ル
）

②
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
ｎ
ふ
く
し
ま
」

　

●
内
容

　
　
　

犯
罪
・
交
通
事
故
・
い
じ
め
・

　
　

医
療
過
誤
な
ど
の
結
果
、
理
不
尽

　
　

に
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
が
主

　
　

役
の
ア
ー
ト
展
で
す
。

　

●
日
時　

11
月
22
日
㈰
〜
23
日
㈪

受付場所 保育園
の規模 受付日・受付時間 保育年齢

村立
まきば保育園

定員
150 名

12月 15日㈫
13：30～ 17：30

平成 22年４月１日で満
10ヶ月から

㈳
川谷保育園

定員
90名

12月 16日㈬
13：30～ 17：30

平成 22年４月１日で満
６ヶ月から

村立
みずほ保育園

定員
120 名

12月 17日㈭
13：30～ 17：30

平成 22年４月１日で満
６ヶ月から（予定）

※みずほ保育園の保育年齢等については現在協議中です。
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・
そ
の
他
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
す

　
　

者

●
募
集
期
間　

11
月
２
日
㈪
〜
10
日
㈫

●
選
考
方
法

　

く
じ
引
き
に
よ
る
一
次
抽
選
お
よ
び

　

本
抽
選
を
行
う

　

抽
選
会　

11
月
13
日
㈮　

10
時
〜

●
申
込
方
法

　
「
村
営
住
宅
等
入
居
申
込
書
」
お
よ
び

　

必
要
な
添
付
書
類
の
提
出

●
受
付
場
所

　

建
設
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

タ
ー
（
ジ
ャ
ス
コ
白
河
西
郷
店
内
）

●
入
居
時
期　

12
月
１
日
㈫
〜

●
募
集
団
地

　

①
村
営
岩
下
団
地
【
小
田
倉
字
岩
下
75

　
　

番
地
１　

２
号
棟
201
号
室
】

　
　

間
取
り
＝
３
Ｄ
Ｋ
（
６
畳
２
間
・
4.5
畳
）

　
　

家
賃
＝
所
得
額
に
応
じ
る

　

②
村
営
折
口
原
団
地
【
熊
倉
字
内
山　

　
　

118
番
地　

503
号
室
】

　
　

間
取
り
＝
３
Ｋ（
６
畳
・
4.5
畳
・
３
畳
）

　
　

家
賃
＝
所
得
額
に
応
じ
る

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

　

真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独
身
の

男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出
逢
い
の
場
」

を
提
供
す
る
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
で
の
出
逢
い
を
よ

り
素
敵
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
希
望

者
の
み
に
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。
た

だ
し
、
講
習
会
の
み
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
と
告
白
タ
イ
ム
な
ど

※
講
習
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

12
月
20
日
㈰　

15
時
〜
19
時

●
会
場　

鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ（
白
河
市
）

●
参
加
料

　

・
男
性　

４
，
０
０
０
円

　

・
女
性　

２
，
０
０
０
円

※
講
習
会
は
男
女
と
も
無
料
で
す
。

●
募
集
人
数

　

・
男
性
50
人
（
白
河
市
お
よ
び
西
白

　
　
　
　
　
　
　

河
郡
在
住
）

　

・
女
性
50
人
（
県
内
・
県
外
か
ら
で

　
　
　
　
　
　
　

も
参
加
可
能
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

11
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

●
申
込
先
・
問
合
せ

　
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
白
河
市
企
画
政
策
課
内
）

　

☎
２
２
｜
１
１
１
１

　

�kikaku@
city.shirakaw

a.fukushim
a.jp

　

企
画
調
整
課
（
企
画
情
報
係
）

　

り
ま
す
。（
入
園
申
込
書
、
勤
務
証
明

　

書
、
家
庭
の
状
況
表
）

・
入
園
申
込
書
は
、
指
定
の
受
付
日
に
、

　

入
園
を
希
望
す
る
各
保
育
園
に
持
参 

　

し
て
く
だ
さ
い
。

・
勤
務
証
明
書
の
提
出
が
受
付
日
に
間 

　

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
後
日
、
各
保 

　

育
園
ま
た
は
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く

　

だ
さ
い
。

・
受
入
で
き
る
児
童
数
は
、
各
年
齢
ご 

　

と
で
の
申
込
み
状
況
に
よ
り
ま
す
の 

　

で
、
定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
入 

　

園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
祉
課
（
児
童
福
祉
係
）

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
入
居
者
の
11
月
募
集
を
行

い
ま
す
の
で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
な

ど
を
確
認
の
う
え
、
期
間
内
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
居
資
格

　

・
西
郷
村
に
居
住
ま
た
は
勤
務
先
が
あ  

　
　

る
こ
と

　

・
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で
あ
る

　
　

こ
と

　

・
村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

　
　
（
60
歳
以
上
は
単
身
可
）

　

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

中
学
校
３
年
生
対
象

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
募
集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
中
学
校
卒

業
予
定
者
対
象
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

●
試
験
日
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　西郷村の地域安全

電話の相手が次の言葉を使用したら要注意

①「 携 帯 電 話 番 号 が 変 わ っ た 」
②「 風 邪 を ひ い て 声 が お か し い 」
③「県警○○課（○○署）の○○です」
④「近くのスーパーの A TM に行って」
⑤「○○（他人名義）さんの口座に振り込んで」
⑥「 エ ク ス パ ッ ク で 送 金 し て 」
⑦「支払わない場合は法的手段をとる」
⑧「融資するためには保証金が必要」
⑨「 債 務 の 一 本 化 が 可 能 で す 」
⑩「医療費の返還（還付）があります」
⑪「 携 帯 電 話 を 持 っ て い ま す か 」
⑫「 言 う と お り に A T M を 操 作 し て 」

　10 月 11 日から 20 日まで「全国地域安全運動」
期間として、西郷村防犯連絡協議会を中心に、防犯
診断や青パトでの夜間の巡回を行いました。また、
10 月 16 日には、ＪＲ新白河駅東口・高原口で、
啓発活動として、チラシやパンフレットを配布し、
振り込め詐欺の被害防止、街頭犯罪の防止などを呼
びかけました。

　９月 30 日は「交通事故死ゼロをめざす日」。秋の交通安全運動最終日のこの日、西郷村交通対策協
議会では、国道 289 号甲子高原駐在所前において、昨年から実施している交通量・ナンバー調査を行
いました。調査の結果、甲子トンネルが
開通した昨年と比べると上下線とも 70
％台の通行量でした。ナンバーについて
は、県外ナンバーの車両の割合が増えて
います。今後「村の道を知らない車両」
の増加が予想されます。ゆずりあいの
精神で、村内での事故を防ぎましょう。
　調査後は、場所をふるさと農道まきば
保育園前丁字路に移し、小田倉小学校交
通少年団 17 名と一緒に街頭活動を行い
ました。ドライバーも笑顔で、少年団か
らチラシやティッシュを受けとっていま
した。また、今回はドライバーに配布す
るマスコットの製作を、甲子の里希望の
家の方々にご協力いただきました。　　　　　　　　　▲

みんなでつくろう安心の街
　　　　　全国地域安全運動街頭啓発活動（10 月 16 日）

「知らせよう ここにいるよと 反射材」
     　　　　　　　　　秋の全国交通安全運動（９月 21 日～ 30 日）

■問合せ　住民生活課（交通防災係）☎２５－２１９７
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●今月の顔────
6～ 7ヵ月児健康相談に来ていた（10/1）
　　　　　　可愛らしい子どもたちです。

人口と世帯数（10月 1日現在）人口 19,810 人（前月比 -13）男 9,960 人（-6）女 9,850 人（-7）世帯数 6,638 戸（-7）
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※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
真船生産組合直売所
（6:30 真船の菊地商
店前）
第 27 回西郷村文
化祭作品発表会
（9:00文化センター、
～ 3日まで）

2
ふくしま教育の日
・自由参観日
（8:30 村立西郷幼稚
園）
第 27 回西郷村文
化祭作品発表会
（9:00文化センター）

3文化の日
第 51 回村内一周
駅伝大会
（8:00 村内）
第 27 回西郷村文
化祭作品発表会
（9:00文化センター）
表彰状授与並びに
感謝状授与式
（10:00 役場議場）

4
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）

5
12 ～ 13 ヶ月児健
康相談
（9:30 保健福祉セ
ンター）
焼き芋会
（9:45 みずほ保育園）
子育て相談の日
（13:30 保健福祉セ
ンター）

6
生活総合相談所
（9:00文化センター）
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）
ふくしま駅伝大会結
団式
（18:30文化センター）

7
西郷村読書フォー
ラム
（9:40文化センター）

8
真船生産組合直売所
（6:30 真船の菊地商
店前）

9
母子手帳交付・健
康相談日
（13:00 保健福祉セ
ンター）
絵本読み聞かせ会
（13:00 村立西郷幼
稚園）

10
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）
クッキング教室
（10:00文化センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）

12
おひざにだっこの
おはなし会
（10:30 文化センター）

13
生活総合相談所
（9:00文化センター）
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）
英語で遊ぼう ABC
（9:30 村立西郷幼稚
園）

14

15
真船生産組合直売所
（6:30 真船の菊地商
店前）
ふくしま駅伝大会
（7:40 白河市～福島
市）

16 17
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）

18
お遊戯会
（9:00みずほ保育園）
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）

19 20
生活総合相談所
（9:00文化センター）
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）

21
村立西郷幼稚園
「発表会」
（9:15文化センター）

22
真船生産組合直売所
（6:30 真船の菊地商
店前）

23勤労感謝の日 24
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）
サッカー教室
（10:00みずほ保育園）
母子手帳交付・健
康相談日
（13:00 保健福祉センター）

25
つどいの広場
（9:30旧みずほ保育園舎）
心配ごと特別相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
歯科クリニック
（幼児13:00,6 歳児 13:45
保健福祉センター）

26
英語で遊ぼう
（10:00 みずほ保育園）
4ケ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）
お元気運動教室閉
校式
（13:00 かねこクリニック）

27
生活総合相談所
（9:00文化センター）
つどいの広場
（9:30 旧みずほ保育
園舎）
お元気運動教室閉
校式
（12:30 いわしなクリニック）

28

29
真船生産組合直売所
（6:30 真船の菊地商
店前）

30
行政相談所
（10:00文化センター）
絵本読み聞かせ会
（13:00 村立西郷幼稚
園）

★県南地域の主な行事です
　　　　ふくしま文化元気ルネサンス　映画の原点「無声 
　　　映画」公演（白河市文化センター 13:00・18:00）
　　　　しおん音楽会（白河市東文化センター 14:00）　
　　　びゃっこいの里ファミリーウォーク in 表郷
　　　　（白河関の里 9:30）

・11/3

・11/8

・11/8

　　　　  ガラスと組紐のアクセサリーづくり
　　　　  （まほろん 10:00）
　　　　  健康公開講座「子どものインフルエンザ　現状
　　　  と対策」　わたなべ子どもクリニック　渡辺憲史
　　　　　（マイタウン白河　３階 14:00）

・11/21

・11/26


